
杉山和子（左）さんと太田校長先生

太田　陽太郎和洋国府台女子中学高等学校
学校長・高校同窓会名誉会長 財団法人　むら竹会前理事長

　中学・高校時代の友達は、一生の友達である。多感な少女時代
を共に笑い、泣き、共に悩んだことが、互いに得難い存在として位
置づけているのである。私の場合、もう５０年以上のお付き合いだ
が、未だに年に数回の旅行や会食が続いている。これは、同期の
横のつながりだが、同窓会というと、先輩や後輩の縦のつながりも
なおざりにできない。外国や地方を旅すると、同じ学校の卒業生と
いうだけで世話になったという話もよくあることである。
　昭和５５年（１９８０）、田村謙治校長先生（当時）の肝いりでス
タートした高校同窓会は、今年３２年を数える。この６月、第１７回
の総会・懇親会を開催する予定であるが、総会後の懇親会には、
毎回多くの恩師にご臨席いただき、和やかな祝宴が展開されるこ
とは、うれしい限りである。
　私は、巣鴨で発行していたタウン誌を昨年１２月号（通巻２０５
号）で最終号とした。狭い取材範囲でほぼ特集テーマをやり尽くし
たこと、自分が古稀を迎えたことなどが主な理由だ。小さな会社故、
自分で定年を決めなくては、いつまで経っても卒業できないからだ。
今後は、世界遺産の旅もさることながら、小学校から中学、高校、
大学まで全国に散らばる友達を訪ねてみたいと思っている。
　高校同窓会は、会員の皆様にとって、旧交を温める場として、新
たな出会いを見つける場として、お役に立ちたいと思っている。同
時に同窓生の絆を生かし、母校のさらなる発展にいささかなりとも
寄与できれば幸いである。

縦と横、同窓生の絆

山田　眞理子高校同窓会会長

　平成２３年８月３１日（財）むら竹会は解散し、同時に私は清算人代表
という立場になりました。予定よりも１年以上の時を要し、平成２３年１１
月１６日清算手続き結了後、登記申請し文部科学省担当者に報告し、財
団法人解散に係わるすべての作業は完了致しました。
　この間、前職員は〔購買部門＝株式会社和洋サービス・学食部門＝株式
会社ユーネット・フードサービス〕に継承され現在に至っております。記録は
ＣＤＲに保存し、管理は代表して大学同窓会の中に設置しました。
　名誉ある財団法人を国に返上し、そして、学校法人和洋学園に金３１２，
７７３，１８６円（内訳　現金３１１，２８４，６８８円・備品１，４８８，４９８
円）を寄付し、つつがなく本会８４年の歴史を閉じることができました。今
後学生・生徒を支援する事業にお使いいただけることが卒業生皆様の願い
でありましょう。
　本日を迎えることができましたのも学園をはじめ皆様方のご理解ご支援
の賜物と前役員・職員一同、心より感謝申しあげます。「終わりよければす
べてよし」という諺のように、これからは学園のために三つの同窓会が心を
一つにして前進していきたいと考えております。
　　　　　　　　　　　  むら竹会和洋女子大学同窓会会長　髙梨禮子
　大学同窓会は、（財）むら竹会から分離したことにより事務局の運営にお
いて、皆様方にご不便、ご迷惑をおかけしております。昨年は３．１１、そし
て原発という厳しい時代に遭遇し、これからもその延長線上にあると推測
されますが、事業を見直し新しい時代に対応できる活動を目指します。なん
といっても仲間作り、自分磨きでしょうか。これからも宜しくお願いします。

清算手続き結了の報告 「新たな活動」

髙梨　禮子

☆手芸同好会の発足
　文化部活動の一端として、毎年「手芸講習会」を企画開催してきま
したが、平成２３年度より「同好会」として発足致しました。
　手芸好きな会員が集い、得意とする分野で講師役を引き受けて戴
き、技術を習得する会です。手芸情報の交換の場、親睦を深める場
ともなれば、更に恒例のバザー出品に繋げられたら良いと考えて発
足させたものです。昨年は「ソープフラワー」「絵手紙」「消しゴム印
を作り、年賀状を作る」等でした。ソープフラワーはバザーで好評な
一品となり、消しゴム印作りは年賀状作成のヒントが得られ、絵手紙
は上手な方の絵を横目に「ヘタでいい　ヘタがいい」と言う小池邦
夫先生の言葉を反復しながら、楽しい時間を共有したひとときでし
た。来年は何を取り上げましょう。楽しみです。
☆成人を祝う会の支援
　同期会として祝会を企画開催するに当たり、準備段階から、金銭
面も含めて助言支援していく活動です。
　本年第１回は２１年度卒の運営委員の方 と々、昨年５月から会合を
重ねて実現させました。ホテル・グランドパレスにて、１６０余名が集
い、濵名名誉校長、伊藤校長両先生もご出席下さり、更に学校後援
会の多大なご支援や、ホテル関係者のご協力も戴きながら、２０歳
の門出のお祝い会を盛大に開催することができました。
　今後これを機に同期会が末永く１０年、２０年、５０年と続き、同
期の絆を繋いで行って欲しいと思います。

大矢　須美子九段同窓会会長

　東日本大震災から早や一年余、震災後も自然は人の営みを呑み
込むように、日本海側に大豪雪をもたらしています。あらためて日
本の海や山・自然を見つめ直し、共に歩む姿勢が求められているよ
うに思います。
　この一年、生徒の活躍はすばらしいものです。中三生が少年の
主張県大会で優勝し県知事賞をいただきました。市内の英語スピ
ーチコンテストでは高校生が初めて四部門全てで一位を獲得、県
では惜しくも二位。
　部活動では高校のダンス部が１１月の全国大会で準優勝。卓球
部は中学高校ともに全国へ、とりわけ高校は全国大会３０回出場
で学校表彰を特別に受けています。水泳部も中学が全国大会。陸
上部は市内駅伝大会で中学は一位、高校は一般女子で二位、と、
それぞれの部が「夢は日本一」と頑張っています。
　高校三年生の進学状況も立派です。自分を生かし、自分らしさ
が生きる道をしっかり見極めて進路の選択をしています。大学受験
の場合、どういう学部での勉強が自分に良いのか、その学びにふ
さわしい大学はどこなのか、と考えて大学を選び、受験方法を選ん
でいます。センター試験受験者も２１０名と５５％の生徒が受けて
います。顕著なのは昨年今年と３０名を越える生徒が看護や薬学
系大学に進んでいることです。
　自立した女性として、礼を弁え、人々の信頼を受けて活躍する後
輩がしっかり育っています。

同窓会の皆様へ
　　活躍する後輩たち

談話室で募金を呼びかける同窓会役員 作り方を説明する森紀子さん おしゃべりも楽しい講習会

杉山和子（１１回生）さん、油絵を寄贈

　１１回生の杉山さんは、このほど市川
市展で「市川市議会議長賞」の「春光」
を学校に寄贈した。「どこに飾らせてもら
いましょうか」と太田校長先生。これまで
にも杉山さんは３点ほど寄贈している。

森紀子（９回生）さん、最後の講習会

　９回生の森さんは、高校同窓会が学園祭に
初参加して以来、毎年、談話室に作品、アート
フラワー、革工芸、ミニ盆栽、フラワーアレンジ
メント、ブローチ、ペンダントなどのアクセサリー
等々展示、即売をしてくれた。
　昨年６月２５日、同窓会で講習会を開催。
「香りのシューズキーパー」の講師をお願いし
たところ、なぜかお加減が悪そうだった。しかし
持ち前の責任感からやり通した。翌日病院を
訪れたところ即入院。延命措置を拒否して、穏
やかに昨年１２月５日、永眠された。享年７０
歳。ご冥福をお祈り致します。

東日本大震災募金、有難とうございました

　昨年の大震災以来、同窓会では募金
箱を設け、協力を呼びかけている。学園祭
の同窓会談話室での募金を区切りに精
算、総額３３，１００円。これは大震災津波
支援金としてあしなが育英会に寄託した。
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